
 

 

 

 

ＣＶ－２２オスプレイの飛行再開等について 

 

 

このことについて、防衛省北関東防衛局から、別紙のとおり情報提供がありまし

たので、お知らせします。 
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令和４年９月  

                   防 衛 省 

米空軍ＣＶ－２２オスプレイの飛行再開等について 

  

１．経緯  

〇 本年８月１８日付の報道にあったとおり、米空軍が、本年８月１６日（米

国時間）に、クラッチを原因とする特有の現象（※）が過去６週間のうちに

２回発生したことを契機として、当面の間、ＣＶ－２２の全機の地上待機措

置をとることを決定しました。  

 （※）ハード・クラッチ・エンゲージメント（ＨＣＥ）：プロペラとそのエ

ンジンをつなぐクラッチが離れ、再結合する際に衝撃が発生する現象。 

 

〇 他方、防衛省・自衛隊に対し、米国政府からもオスプレイの製造メーカー

からも、これまでに地上待機が必要となるような技術的課題について通報は

なく、防衛省としては、機体の安全に関わる問題でない可能性が高いと判断

しましたが、飛行の安全に万全を期する観点から、今般の米空軍による措置

に係る詳細について米側と複数回にわたり確認を行いました。  

 

〇 その後、米空軍特殊作戦コマンドにおいて、各種情報を分析の上、様々な

任務におけるＣＶ－２２の運用手順の確認、搭乗員に対する教育・訓練内容

の追加（※）、機体点検などを継続的に行うことにより、ＣＶ－２２の飛行の

安全が確保できることを確認したことから、９月２日（米国時間）、地上待機

措置が解除されたものです。 

 （※）追加の教育・訓練内容の例 

  ・本現象の発生を想定したシミュレーション訓練の強化 

  

２．防衛省における確認結果等について  

（オスプレイの機体の安全性について） 

〇 全ての種類のオスプレイの設計や技術に係る安全性について責任を有する

米軍専門部局より、2010 年以降、クラッチを原因とする特有の現象がまれに

発生することを把握しているが、各種の検証を経た上で、機体自体の安全性

に問題がないことについて、専門家同士の意見交換等を通じて、防衛省とし
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ても米国防省に改めて確認をしており、飛行の安全にかかわる構造上の欠陥

はありません。 

このことから、米海兵隊や米海軍は、政府要人の輸送任務を含め、オスプ

レイの運用を継続しています。 

なお、クラッチを原因とする特有の現象が発生した場合も、飛行の安全に

影響を及ぼすわけではなく、機体の動揺に対する操作手順が既に確立されて

おり、安全に着陸することが可能です。 

 

（米海兵隊ＭＶ－２２の運用について） 

〇 米海兵隊においては、既に安全に運用できる体制が確保されていること、

また、米空軍ＣＶ－２２とは具体的な運用環境や運用要領に違いがあること

から、米海兵隊ＭＶ－２２の飛行に問題があるとは考えていません。 

 

（米空軍ＣＶ－２２の全機地上待機措置について） 

〇 米空軍のＣＶ－２２については、偵察や情報収集、人質救出などの任務を

遂行する米軍特殊作戦部隊を迅速に輸送するため、輸送を主任務とする米海

兵隊ＭＶ－２２や米海軍ＣＭＶ－２２に比べて、より機動的な飛行などが求

められると認識しています。 

その上で、米空軍は、過去６週間のうちに２回にわたり本現象に直面した

ことを踏まえ、機体自体の安全性に問題がない中において、ＣＶ－２２に求

められる運用を考慮し、慎重の上にも慎重を期する観点から、独自の判断と

して、当面の間、ＣＶ－２２の地上待機措置をとることとしたと承知してい

ます。  

 

〇 また、地上待機の間には、運用手順の確認や、要員に対する教育・訓練の

実施状況の確認や評価などが行われたことを米側から確認しています。 

 

〇 防衛省としては、オスプレイの飛行を一律に見合わせるべき機体の安全性

に係る技術的課題は存在しないこと、また、その上で、米空軍が、ＣＶ－２

２に求められる運用の特性も踏まえ、教育訓練や機体点検等を継続的に行っ

ていくとしていることを踏まえれば、米側の説明には合理性が認められるこ

とから、米空軍が今般、ＣＶ－２２の飛行を再開するとしたことに問題があ

るとは考えていません。 

 



   

（陸上自衛隊Ｖ－２２の対応について） 

〇 クラッチを原因とする特有の現象への対応について、万が一、この現象が

飛行中に発生したとしても、安全に運用できる操作手順は米軍により既に確

立されており、これまで陸上自衛隊では、操縦士に対して陸自オスプレイを

安全に運用するための操作手順を含めた教育・訓練を積み重ねてきておりま

す。  

  

〇 具体的には、操縦シミュレーターを用いて、クラッチを原因とする特有の

現象が生じた環境を模擬的に作り出し、オスプレイが安全な飛行を確保する

ために必要な操作手順を確認する訓練を定期的に実施してきているところで

す。  

  

〇 また、防衛省としては、これまでオスプレイを安全に運用してきており、

そもそも機体自体の安全性に問題があるとは考えていませんが、陸上自衛隊

のオスプレイについて、安全に万全を期す観点から、追加的な機体の点検を

確認的に行いました。具体的には、 

・ ギアボックスの中にあるクラッチが正常に機能するか、ギアを手動で回転

させて異常がないかの確認、 

・ クラッチが収納されているギアボックス内の潤滑油に不純物が含まれてい

ないかの点検、 

を行ったところです。  

 

〇 このように、オスプレイの飛行の安全は確保されていると評価しているこ

とから、防衛省では、安全に万全を期した上で、順次、陸上自衛隊オスプレ

イの飛行訓練を実施することとしています。  

なお、令和２年１１月の初飛行以降、陸上自衛隊オスプレイについては、

クラッチを原因とする特有の現象が起きたことはありません。 
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